
こ
の
写
真
は
、
西
２
条
南
５
丁

目
に
あ
る
「
宮
本
商
産
」
の
建
物

で
す
。
大
正
７
年
に
建
設
さ
れ
て

か
ら

年
も
の
間
、
変
わ
っ
て
い

87

く
お
び
ひ
ろ
の
街
を
見
続
け
て
い

ま
す
。

現
在
、
こ
の
ビ
ル
で
行
わ
れ
て

い
た
業
務
は
隣
接
す
る
宮
本
商

産
の
ビ
ル
に
統
合
さ
れ
、
使
わ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。

帯
広
市
内
に
は
、
こ
の
よ
う
な

歴
史
的
建
造
物
が
他
に
も
何
カ

所
か
あ
り
ま
し
た
が
、
取
り
壊
し

や
移
転
な
ど
で
中
心
部
か
ら
消

え
去
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
古
い
物
を
大
切
に
保
存
し

よ
う
と
言
う
気
風
は
帯
広
に
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

以
前
に
観
光
で
帯
広
中
心
部

を
訪
れ
た
方
に
「
少
し
時
間
が
あ

る
の
で
す
が
、
こ
の
近
く
に
帯
広

の
歴
史
が
わ
か
る
場
所
は
何
処

に
あ
り
ま
す
か
？
」
と
聞
か
れ
た

と
き
に
、
何
も
応
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
百
年
記
念
館
を
紹
介

す
る
に
は
遠
す
ぎ
た
か
ら
で
す
。

最
近
で
は
、
Ｗ
Ｒ
Ｃ
ラ
リ
ー
選

手
権
大
会
や
各
種
の
大
会
で
帯

広
を
訪
れ
る
方
が
格
段
に
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
訪
れ

た
方
に
、
帯
広
の
街
を
Ｐ
Ｒ
す
る

に
は
、
歴
史
を
知
り
、
そ
し
て
現

在
の
帯
広
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

「
こ
の
数
少
な
い
歴
史
的

建
造
物
を
守
り
ま
せ
ん

か
？
」

帯
広
の
昔
を
し
の
ば
せ
る
物

は
本
当
に
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
こ
の
よ
う
な
建
物
を

利
用
し
て
「
帯
広
歴
史
博
物
館
・

資
料
館
」
と
し
て
再
生
で
き
な
い

も
の
で
し
ょ
う
か
？

一
番
の
難
題
は
、
資
金
面
の

都
合
で
す
。
年
間
の
維
持
経
費

と
し
て
２
０
０
万
円
位
か
？
新
し

く
建
て
る
よ
り
も
ず
っ
と
安
く
抑

え
ら
れ
ま
す
。
読
者
の
方
で
良
い

方
法
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
お
知
ら

せ
下
さ
い
。

こ
の
建
物
の
歴
史
を
紹
介
し

ま
す
。

大
正
７
年
（
１
９
１
８
）
レ
ン
ガ

造
り
の
建
物
と
し
て
着
工
さ
れ
、

２
年
が
か
り
の
工
期
と
当
時
で
は

途
方
も
な
い
大
金
を
注
ぎ
込
ん

で
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
大
正
３
年

に
勃
発
し
た
第
１
次
世
界
大
戦

に
よ
っ
て
雑
穀
商
が
好
景
気
に

沸
き
相
場
に
明
け
暮
れ
た
こ
の

頃
は
、
一
夜
に
し
て
財
を
傾
け
る

者
、
千
金
を
つ
か
む
者
な
ど
悲

喜
こ
も
ご
も
の
人
間
模
様
を
生

み
「
豆
屋
で
な
け
れ
ば
人
に
非

ず
」
と
ま
で
言
わ
れ
た
時
代
で
し

た
。
当
時
の
宮
本
富
治
郎
さ
ん

が
「
投
機
や
思
惑
に
よ
っ
て
で
は

な
く
、
商
い
の
正
道
で
得
た
財
だ

か
ら
何
か
の
形
で
残
し
た
い
」
と

の
特
別
な
思
い
で
建
て
た
店
舗

兼
住
宅
で
す
。
木
造
の
骨
組
み

に
レ
ン
ガ
を
積
ん
だ
木
骨
レ
ン
ガ

造
り
形
式
で
、
装
飾
に
は
御
影

石
が
使
わ
れ
て
い
る
。
屋
根
は
マ

ン
サ
ー
ド
形
式
、
正
面
玄
関
を

中
心
に
シ
ン
メ
ト
リ
ー
（
左
右
対

称
）
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
昭
和

年
３
月
４
日
午
前

時
、
帯

27

10

広
で
震
度
６
を
記
録
し
た
十
勝

沖
地
震
に
も
ビ
ク
と
も
し
な
か
っ

た
。
当
時
は
ま
だ
白
壁
や
木
造

の
平
屋
が
建
ち
並
ぶ
メ
ー
ン
ス
ト

リ
ー
ト
西
２
条
通
り
の
中
で
、
欧

米
風
の
赤
レ
ン
ガ
造
り
総
２
階
の

建
物
は
ひ
と
き
わ
目
立
ち
、
帯

広
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
で
あ
っ

た
。
（
宮
本
商
産
記
念
誌
か
ら
）

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
建
造
物

は
、
東
１
条
南
８
丁
目
に
あ
る

「
野
口
医
院
」
の
２
ヶ
所
位
し
か

残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
新
し

い
建
物
だ
け
で
構
成
さ
れ
た
街

並
み
で
は
、
他
都
市
と
変
わ
る
こ

と
な
く
、
何
の
魅
力
も
無
い
の
で

は
？帯

広
の
詩
人
「
中
城
ふ
み
子
」
も
掛

か
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
「
野
口
医
院
」
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無料

FREE
第５１号

帯広市西２南９
坂本ビル５階
帯広市商店街

振興組合連合会内
帯広商店街かわら版
いらっしゃい編集局
TEL23-6546

帯広の街を８０年以上も
見続けている

歴史的建造物を
守りませんか？

現在も堂々とした風貌で帯広の街を見守っています。



昨
年
中
12

月
８
日
レ
イ

ン
ボ
ー
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
よ
り

移
転
オ
ー
プ

ン
致
し
ま
し

た
「
洋
服
と

雑
貨
の
店
」

で
す
。

レ
デ
ィ
ー

ス
・
メ
ン
ズ
の

イ
ン
ポ
ー
ト

カ
ジ
ュ
ア
ル
ウ
ェ
ア
ー
は
素
材
と

カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
こ
だ
わ
り
の
商

品
を
揃
え
て
お
り
ま
す
。

特
に
ワ
ン
ピ
ー

ス
な
ど
は
デ
ニ

ム
に
組

み
合

わ
せ
て
も
楽

し
め
ま
す
ョ
。

雑
貨
は
ア

ラ
ン
ジ
ア
ロ
ン

ゾ
で
す
。

主
な
人
気
商
品
は
バ
ッ
ク
や
ポ

ー
チ
。

★
ワ
ル
モ
ノ
（
い
つ
も
悪
い
こ
と
を

企
て
て
い
ま
す
）

★
ウ
サ
ギ
（
甘
い
も
の
が
大
好
き

な
乙
女
ち
ゃ
ん
）

★
カ
ッ
パ

（
以
前
カ
ッ
パ
え
び
せ

ん
Ｃ
Ｍ
で
働
い
て
い
ま
し
た
）

★
パ
ン
ダ
（
プ
チ
親
父
く
さ
い
で

す
）
。
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
絵
柄

付
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

店
長

出
雲
真
理
子

営
業
時
間
：
午
前

時
か
ら
午

11

後
８
時
ま
で

Ｔ
Ｅ
Ｌ

-

３
８
０
０

20

エ
バ
ー
ハ
ウ
ス
菜
の
花
（
西
１

南
８
‐
９
）
で
は
広
く
菜
の
花

を
知
っ
て
も
ら
い
１
階
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
レ
ス
ト
ラ
ン
を
ご
利
用

い
た
だ
く
為
に
、
満
腹
満
足

の
「
お
食
事
回
数
券
」
を
発
売

い
た
し
ま
し
た
。

人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
「
お

ま
か
せ
ラ
ン
チ
」
が
６
０
０
円

な
の
で
そ
れ
に
合

わ
せ
て
『
６
０
０
円

券
×
６
枚
で
３
０

０
０
円
』
と
大
変

お
買
い
得
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ラ
ン
チ

は
菜
の
花
ら
し
く

高
齢
者
に
合
わ
せ

て
全
体
的
に
塩
分

控
え
め
の
薄
味
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、

ご
飯
・
味
噌
汁
は
お
替
わ
り
自

由
で
す
。
旬
の
魚
や
野
菜
が
食

卓
に
あ
が
り
ま
す
の
で
季
節
感

も
い
っ
ぱ
い
の
食
事
で
す
。
食
事

券
は
他
の
メ
ニ
ュ
ー
に
も
使
え
て

便
利
で
す
。
厨
房
の
ス
タ
ッ
フ
と

の
会
話
が
隠
し
味
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
是
非
一
度
ご
来
館
く

だ
さ
い
ま
せ
。

又
、
廃
棄
厚
紙
で
作
る
「
日
本

の
建
造
物
」
展
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
来
な
ら
捨
て
ら
れ
て
し
ま

う
お
菓
子
の
箱
や
ら
チ
ラ
シ
・
色

紙
を
使
っ
て
作
る
・
・
と
言
う
よ

り
建
て
る
有
名
建
造
物
は
、
見

れ
ば
見
る
程
「
見
事
！
！
」
と
手

を
た
た
き
た
く
な
り
ま
す
。
作

者
は
音
更
在
住
の

歳
の
男
性

77

で
す
。
新
聞
の
地
方
版
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
た
事
が
あ
り
ま

す
。
音
更
だ
け
で
な
く
是
非
帯

広
市
民
に
も
見
て
も
ら
い
た
い
の

で
・
・
と
お
願
い
し
菜
の
花
で
の
展

示
が
実
現
し
ま
し
た
。
是
非
見

に
来
て
下
さ
い
。

更
に
、
今
月
は
酉
年
の
年
賀

絵
手
紙
展
を
併
設
し
て
い
ま
す

の
で
合
わ
せ
て
お
楽
し
み
下
さ

い
。
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街
で
見
か
け
た

新
し
い
お
店
を
紹
介
し
ま
す

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
！

洋服と雑貨の店

Kujira－do
西２南９ランバリオンビル１Ｆ(TEL 20-6566）

エバーハウス「菜の花」
最新情報

お得な「お食事回数券」発売中！
（６００円券６枚綴りで３，０００円）

廃棄厚紙で作る
「日本の建造物」展 開催中！
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結
婚
を
機
に
、
年
末
か
ら
年

始
に
か
け
て
部
屋
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
敢
行
し
ま
し
た
。
僕
自
身
、

部
屋
の
状
態
に
特
に
不
満
は
感

じ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
新
し

く
こ
の
部
屋
の
住
人
と
な
っ
た
妻

の
強
い
要
望
も
あ
っ
て
重
い
腰
を

動
か
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
テ
レ
ビ
。

年
間
、
眼

30

鏡
知
ら
ず
の
僕
に
と
っ
て
、
約
10

畳
の
リ
ビ
ン
グ
に

型
の
テ
レ
ビ

14

は
必
要
充
分
な
大
き
さ
で
し
た

が
、
妻
に
と
っ
て
は
ブ
ラ
ウ
ン
管

に
映
し
だ
さ
れ
る
風
景
が
、
あ

ま
り
に
も
遠
い
世
界
に
感
じ
ら

れ
た
様
で
す
。
部
屋
の
至
る
所
に

無
造
作
に
並
べ
ら
れ
た
多
数
の

書
籍
も
、
妻
を
不
快
に
さ
せ
る

充
分
な
要
因
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

ボ
ッ
ク
ス
セ
ッ
ト
で
購
入
す
る

機
会
が
多
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
、
自
分
で

も
気
付
か
な
い
う
ち
に
か
な
り
の

枚
数
に
達
し
て
い
た
事
は
、
妻
に

指
摘
さ
れ
る
ま
で
わ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

…
と
い
う
わ
け
で
新
型
テ
レ
ビ

と
収
納
棚
を
購
入
す
る
た
め
、

稲
田
に
最
近
完
成
し
た
“
郊
外

型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
”
へ
い
っ

て
き
ま
し
た
。

年
末
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
結

構
な
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。
や
は
り

郊
外
店
特
有
の
広
大
な
駐
車
場

は
非
常
に
便
利
で
す
。
帯
広
の
よ

う
な
地
域
で
は
大
き
な
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
だ
と
思
え
ま
す
。
家
電
、

家
具
、
衣
料
品
な
ど
、
た
い
て
い

の
物
が
揃
い
ま
す
。
非
常
に
便
利

な
こ
の
施
設
で
、
僕
は
予
定
通
り

の
買
い
物
を
し
た
の
で
す
が
、
現

代
的
で
効
率
を
重
要
視
し
た
大

型
店
の
ス
タ
イ
ル
に
、
ど
こ
か
無

味
乾
燥
、
と
い
う
か
イ
ン
ス
タ
ン

ト
な
印
象
を
受
け
た
の
も
事
実

で
し
た
。

効
率
を
追
究
し
、
必
要
以
上

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
嫌
う
現

代
の
ス
タ
イ
ル
。
高
価
な
電
化
製

品
や
大
型
の
家
具
も
、
コ
ン
ビ
ニ

感
覚
で
買
え
て
し
ま
い
ま
す
。
便

利
な
の
で
す
が
、
僕
の
様
に
な
に

か
“
寂
し
い
”
印
象
を
受
け
る
人

も
、
少
な
く
は
な
い
と
思
い
ま

す
。効

率
追
究
型
の
現
代
的
ス
タ

イ
ル
と
は
一
味
違
っ
た
、
暖
か
み

の
あ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
を
提
供
で
き
る
部
分
で
、
商

店
街
や
小
型
専
門
店
の
重
要
性

が
唱
え
ら
れ
る
時
代
が
、
そ
う

遠
く
で
は
な
い
将
来
の
よ
う
に
思

え
ま
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
通
信

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
商
店
街
を
応
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。

Vol.４５

いらっしゃい瓦版を
インターネットでご覧頂けます。
下記の帯広市商店街振興組合連合会
ホームページにアクセスしてください。

こちらのWEB版では、写真がカラーになってい
ます。

ぜひ一度ご覧下さい。
http://ww6.et.tiki.ne.jp/~obsinren/

商店街のお店で公開している
ホームページを掲載します！

いらっしゃい瓦版で紹介します。また、帯広市商店街振
興組合連合会のホームページのリンクコーナーに掲載して
紹介します。ホームページを作成・公開しているお店があり
ましたら、アドレス(URL)を下記メール宛に送信をお願いし
ます。

帯広市商店街振興組合連合会

E-mail obsinren@mx6.et.tiki.ne.jp

何でもランキング

おばさんになったと感じる時
（日本経済新聞１月１５日掲載記事からのご紹介）

「ネコが年をとると、だんだ
んずうずうしく不気味になっ
てくる。女もうっかり年をとる
と、似た性格を帯びてくる」。
昭和期の作家、平林たい子
はこうつづった。と言う書き出
しの記事が、日本経済新聞
の土曜日に折り込まれてい
る[NIKKEIプラス１]に掲載さ
れていました。
日経新聞というと何か固い

記事ばかりで敬遠する方が
多いかもしれませんが、なかなか面白いことが紹介されて
いますので、一度ご覧になってはいかがでしょうか？

おばさんになったと感じるとき
１ 人や物の名前が思い出せなくなった
２ 下腹がぽっこり出た
３ 白髪が増えた
４ アンチェイジングの化粧品や健康情報に
興味を持つようになった

５ 太った
なった６ スカートよりパンツルックの方が多く

７ 電車で座りたいと思うようになった
８ 目の下のクマがとれなくなった
９ 年齢を聞かれるのが嫌になった
１０ 連続ドラマの主役の年齢と自分の年齢差

が開いてきた

男性から見た「おばさん化現象」
１ 下腹がぽっこり出た
２ 気がつくと「今の若い子は」と言っている
３ 白髪が増えた
４ 太った
人や物の名前が思い出せなくなった５
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№４９クイズで当てましょう！
エバーハウス菜の花の「お得【問題】

な食事券 （６００円の６枚綴り）はいくらでし」
ょうか？

１．３，０００円
２．３，４００円
３．３，６００円
先月の締め切り日が間違っておりました。ごめ
んなさい！そこで、今月のクイズも当選者を
４名にさせていただきます！！

正解者の中から抽選で の方に、NCおびひろの商４名
品券1000円分をプレゼントいたします。当選者は次号で
発表いたします。
◆応募方法◆ ＜締切：２月１５日必着＞
クイズの解答、住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、下記までハガキまたはFAXでお願いします。

〒080-0012 帯広市西２条南９丁目坂本ビル５Ｆ
市振連内 いらっしゃい編集局 FAX:２３－６５６０

正解は②の「第５０号」でした。正解当選者は今井豊志
さん、山口未紀さん、橋本ヤスエさん、田中かおりさん
でした。

買物共通バス券情報！
いま、帯広市商店街振興組合連合会では、買物共

通バス券事業に参加して頂けるお店を大募集してい
ます。
交通弱者に優しい街、環境に優しい街を目指して

事業を実施していますので、ご理解の上、ぜひ参加
をお願いいたします。お申し込みは下記まで・・・。

買物共通バス券の利用方法

参加店にて２，０００円以
上のお買物をすると
１００円の共通バス券が貰え
ます。
貰うためには、まず最初

にバスに乗りましょう！十勝
管内のバス路線なら、どの
バスでもOKです。
降りるときにバスの運転

席後ろにぶら下がっている
買物共通バス券引換券をお取り下さい。バス乗車証
明書になります。
買物精算時にこの券をお店に提出してバス券と交

換します。
参加店名簿は西２条通りのバス停でご覧下さい。

＜問い合わせ先＞
帯広市商店街振興組合連合会

TEL 0155-23-6546 FAX 0155-23-6560

いらっしゃい瓦版
掲載記事を募集しています！

中心市街地に関する記事を募集しています。中心部
にこんな物が欲しい、美味しい物や珍しい物を見つけ
たお薦めのお店、こんな所を直して欲しいなどの苦情
でもOKです。採用の場合は、１，０００円の商品券を
プレゼント致します。連絡先は下記まで。

いらっしゃい瓦版編集局

FAX ０１５５－２３－６５６０
E-mail obsinren@mx6.et.tiki.ne.jp

映画に行こう！

〈１月上映作品〉

『 』雨鱒の川
◆ CINEとかちプリンス劇場会 場：
◆ １／２１～２３、29～30上映日：

１０：４０～１３：００～１５：２０～
１７：４０～２０：００～

「初恋」それは、誰もが経験し二度と味わうこと
の出来ない感情･･･。
絵を描く天賦の才を持った少年と、耳の不自由

な少女、さらにその少女に想いを寄せる年上の少
年の悲しいくらい澄み切った三人の物語。あれか
ら、12年、それぞれの初恋にどう決着をつけて行
くのかを描きます。
主人公心平は玉木宏、その母沙月は中谷美

紀。ロケ地は夕張、美瑛など、美しい景色が見る
人を安らぎの世界に誘います。

〈２月上映作品〉

『 』みんな誰かの愛しい人
◆ CINEとかちプリンス劇場会 場：
◆ ２／２６、２７、３／５、６上映日：
昨年のカンヌ国際映画祭で脚本賞受賞のフラン
ス映画。尊敬されたい、綺麗になりたい、安心した
い、そして愛されたい・・・！そんな誰もが持つ願
望によって苦しんでいる人たちを、暖かく描きだ
す感動作。

･････････････････････････････････････････

CINEとかち２００５年会員募集

■サポーター会員（１０，０００円）
・CINEとかちの招待券×１０枚プレゼント

■会員（３，６００円）
・CINEとかちの招待券×３枚プレゼント

詳細はＣＩＮＥとかちホームページで・・・・
http://www.h6.dion.ne.jp/~cine.tkc/


